
尾張旭市議会議長殿

@一般質問(代表・ 通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により6月定例会において別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。

1回目から質問事項(大項目)ごとに一問一答
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別紙                    氏 名  榊原 利宏  

質 問 事 項 

 

№ １－１  

尾張旭市の農業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）尾張旭市の農業の現状について 

日本の食料自給率は38％ですが、飼料、種を考慮した実質自給率は9.2％

です。長らくの政府の農政によって輸入に依存した状況となっています。

我が国の農業政策は、失敗だったと私は思っております。目下、我が国政

府は軍事費を５年で43兆円と、軍備拡張を進めていますが、食糧を自給も

できなければまともに戦える状況とは言えないでしょう。私はこの軍拡に

は反対でありますが、食糧の安全保障という面では、今の日本は極めて深

刻な状況であります。 

そういった中、尾張旭市の農業がどうなっているのでしょうか。 

ア  総農家数、耕地面積の推移について 

『尾張旭市誌 現代史編』を見ると、1989年のバブル経済絶頂期以

降、「耕地利用率の低下と低迷から衰退が、重大な局面に入った」「畑の

利用が低下」し「90年代以降、市域農業の耕種部門は空洞化しつつある」

と述べています。総農家数、耕地面積は1990年からの30年間ほどの推移

はどのようでしょうか。 

 

イ 市の農業の現状について 

市誌は、先の言葉に続けて、「販売規模別農家数では、50万円以下の規 

模の農家が急減している。（略）農業機械を始めとする生産手段の減価償

却費や人件費などを考慮すれば、米を販売する農家のほとんどが経営と

しての意味をなさないという実態がある。（略）また、野菜を販売する農

家もほぼ全て露地栽培であるから、零細な経営規模層での高額販売は期

待できない。（略）販売額が500万円を超える農家は極めて限られており、

農業経営の法人化の対象となる経営も市域には育っていない」と指摘し

ています。市誌は平成23年（2011年）に発行されています。 

   現時点において、市の農業の現状をどう見ているのか、伺います。 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  榊原 利宏  

質 問 事 項 

 

№ １－２  

尾張旭市の農業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（２）現在までの市の農業の取組状況や成果、課題について 

 本市農業委員会は「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」を昨年

定めています。「農地等の利用の最適化の推進」が農業委員会の最も重要

な必須業務と位置付けられています。 

この指針が策定されて半年が経過しました。農業委員の皆さんが御尽力

のことと察しますが、指針には、具体的な数値目標も掲げられています。 

①遊休農地の解消目標 令和４年12月の2.1ヘクタールを令和７年12月

に1.8ヘクタールに、令和９年12月には1.6ヘクタールにしようとするもの

です。 

②担い手への農地利用集積目標 これは令和４年12月の集積率39.3％

を令和７年12月に42.6％、令和９年12月に50.0％にしようとするもので

す。 

③新規参入の促進目標 これは令和４年12月の新規参入者数３（法人を

含む）を令和７年12月に４，令和９年12月に６にしようとするものです。 

現在までの市の農業の取組状況や成果、課題についてはどうですか。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

3 

 

別紙                    氏 名  榊原 利宏  

質 問 事 項 

 

№  ２   

学校給食の地産地消について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）学校給食における地産地消について 

食育の視点、食の安全確保の視点からどう捉えていますか。 

 

（２）学校給食における地産地消に該当する農産物について 

学校給食に使うために必要な市内産農産物の必要量と実際の入荷量の

関係はどうですか。農産物別に伺います。 

 

（３）減農薬、有機栽培などの食材の調達について 

減農薬、有機栽培などの食材調達について考え方を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  榊原 利宏  

質 問 事 項 

 

№  ３   

 高齢者外出支援のタクシー利用券について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

市民からタクシー利用券について、使い勝手が悪いので改善を求める声が寄

せられています。具体的には、利用券を1乗車につき1枚とする、という縛りを

なくしてほしい。あまり利用されているとは思えず、せっかく交付されても予

算を余らせているのではないか、ということです。 

 

（１）交付数と交付率、利用数と利用率について 

令和５年度より、高齢者外出支援事業の利用券交付には、３種類ありま

す。80歳以上の方に①あさぴー号利用券のみ60枚、②タクシー利用券24枚、

③あさぴー号利用券30枚＋タクシー利用券12枚です。令和５年度の交付数

と交付率、利用数と利用率を伺います。 

 

（２）予算と不用額について 

 令和４年度タクシー利用券の予算と不用額を教えてください。 

 

（３）初乗り運賃の変化について 

 タクシー利用券の事業が始まって以降、タクシーの１キロメートル当た

りの初乗り運賃の変化はどうでしょうか。 

 

（４）１乗車当たりの使用枚数制限の緩和について 

神奈川県厚木市では85歳以上の方を対象に１枚400円を48枚、19,200円

になりますが、１乗車時の制限枚数がなく、不足分は自己負担となり、お

つりは出ません。こうした事例調査も行って、枚数制限をなくすなどの更

なる改善を求めますが、どうですか。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


